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1．はじめに

日常的な生活様相に大きな変化が見られる現在､社会的変化や日常の生活習慣の変化を､文化論

の観点から後世へ伝承すべき情報を蓄積する活動が進んでいる。
本研究の目的は､地域性や時代変遷を含む生活文化に関する多様な実態の記録を､考現学1)鋤や
風俗学鋤の観点で､時代を表象する情報として､デジタル化により蓄積し､教育教材として利用に供す
る情報システムの構成と機能を明らかにすることである。

本研究が対象とする生活文化とは､生活様式､生活様相､風俗を範囲とする｡衣食住に代表される
人間の基本的な生活における物的な生活手段､人の行為と物に関わることである｡物の存在､例えば、
道具､食物､衣類､生活用品､住宅などは､人の生活様式に深く関わっている｡物を手段とする人の行
為､物を介した人々 の行為､物と物とを関連付ける人の行為により表面化する現象も生活文化に含めて
いる。

生活文化の記録を情報検索する目的は､[a]時間経過による変遷の考察､w地域性の検証と考察、
[c]文化交流や新技術普及との因果関係の考察､[d]生活手段や人の行為として表面化した生活者意
識の考察､[e]生活文化を伝承する観点の考察を実現する資料を提供することである。
現在､情報検索の目的を実現する論理構造と情報検索技法を､"生活文化情報データベース"に実
装して､Webデータベースとして公開する作業を進めている｡本報告では､名古屋市教育センター所蔵
の小学校･中学校の社会科ｽﾗｲド教材(1958年～1983年)をデジタル化して､“生活文化情報データ
ベース”の情報検索の対象とするための構成について論じる。

2．‘‘生活文化情報データベース”の対象と実装環境

2.1考現学の手法で観察採集された事象
生活文化に関する情報検索システム"生活文化情報データベース''が対象とする事象は､考現学の
手法で観察採集された記録4”と､小学校･中学校の社会科の教材として作成されたｽﾗｲド教材であ
る。

考現学(モデルノロジオ)0帥は､当代の生活や風俗に関する観察の方法論を示し､生活の実態を表
す記録から生活様相の典型､変形､変化､変遷を読み取り､意味付けや関連付けの観点を示す｡考現
学では､生活の様子や風俗の一端に着眼し､街の見て歩きにより観察採集を実践する｢街角ウォッチン
グ｣を､「断片採集｣2)として位置付けている｡街角ウォッチングの観察対象は、日常的に見慣れて何気な
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